
関関戦対談
Kankansen talk

■ 関関戦とは？
吉川「伝統の一戦！それだけじゃなくて、チームのその後の

試合も左右します。」
奥村「そういった意味ではリーグ戦のターニングポイントと

しても捉えられますね。」
梅本「応援団にとっても一番特別な試合です。」

■ 関関戦の魅力を教えてください。
奥村「野球の聖地・甲子園で試合をするので、独特の雰囲気

があります。なので、試合を見てくださる人も興奮で
きて楽しめると思います。」

花岡「僕が目立てられるところかな（笑）。選手が整列して
学歌を歌うことは、関関戦以外ではあまり見られない
のでは？」

吉川「普段のゲームよりも応援団や、観客の方の数が多いと
ころですかね。僕たちも気合が入ります！」

永尾「スタンドが一体となって応援できるので、すごく楽し
いです！」

梅本「関関戦ならではの応援マーチを使用したり、応援も特
別感を出してやっています。野球部のプレーから熱さ
も伝わりますし！」

■ 今までの関関戦で最も印象に残っている試合は？
永尾「2年前の秋の試合です。個人的にも行事担当者として

迎える最後の試合で、その最後に自分の作りたい応援
団が作れたので。試合展開も熱く、なおさら印象に残っ
ています。」

吉川「その試合も捨てがたい！でも、僕は去年の秋季リーグ
の 1戦目の試合ですかね。1点ビハインドで、9回 2ア

ウトまで来てしまって、もう負けるかと思いました。
でも粘り強く打者が繋いで、サヨナラで勝つことがで
き、関大の粘りを見せれた試合でした。」

奥村「一緒！特別な試合やったんで、ベンチからもスタンド
からも勝ちたいという気持ちが伝わってきました。結
果として関大の野球部としてやりたいことが全て出た
試合でしたね。」

花岡「その試合では、4回生の方が特に活躍されていたので、
特別な思いがプレーに反映された試合でしたよね。」

梅本「応援団の底力が見れた試合でもありました。次の日の
2戦目は敗れてしまい、悔しくて泣きすぎて、目を腫
らしながら 3戦目を迎えたんですよ（笑）。3戦目は
勝利して、吉川君のガッツポーズを見たら、また泣い
てしまいました。」

■ プレー中、または応援中に心がけていることは？
梅本「チアリーダーとしては、常に笑顔で声がかれるまで出

し続けることですね。この曲で始まったら絶対ヒット
が出るとか、この曲だったらすぐに攻撃が終わってし
まうとか日によってあるんです。そういったところを
見極めながら試合を操作できるような応援を心がけて
います！」

永尾「誰よりも楽しむことですね！」
花岡「頑張れというのだけが応援じゃないと僕は思っていま

す。言葉よりも心で繋がっていることが大切ですね。
その方が応援にも効果がありますし！」

奥村「一生懸命やるのはもちろんのことで、スタンドで応援し
てくれる人の気持ちを感じながらプレーしていますね。
バッターボックスに立った時も一人じゃないんだと。」

吉川「今年は特に主将としてチームを引っ張っていく立場な
ので、絶対にあきらめない気持ちを常にもってプレー
していこうと心がけています。」

■ 応援団にとっての野球部とは？
花岡「野球部がいるから応援団があるとも言うべきでしょうか。

応援団のモチベーションは野球部です！」
梅本「応援団といえば、みなさん野球の応援を思い浮かべます

よね。だから応援するにあったては一番近い存在です！
野球部がいなかったら、応援団が成り立ちません（笑）。」

永尾「応援団と野球部は一緒に戦って、一緒に成長していく
ものだと思います！」

■ 反対に、野球部にとっての応援団とは？
奥村「毎試合の力をくれるパワーの源です！」
吉川「勝つためには絶対必要です。応援団の方がいないとか

なりのアウェイ感を感じますね。」

■ 野球部の今年一年の目標を教えてください。
吉川「リーグ戦、全勝優勝！そのために計算されたトレーニ

ングを積んでいるんで、期待してください。いや期待
できます（笑）。」

奥村「キャプテンの吉川についていこうという姿勢を見せて、
チーム一丸となって優勝したいです。信じとるで、吉川！」

吉川「おう！でも野球部の力だけでは優勝は無理なんで、応
援してくれるスタンドのみんなと一つになって相手を
倒したいですね。自信あります！」

■ 最後に関大生へメッセージをお願いします。
吉川「関関戦は関大全体が一体となっている姿が表される試

合です。ぜひ見に来てください！」
永尾「関大の応援はどこよりも盛り上がっていると思います。

ぜひそこに混じって一緒に応援を楽しみましょう！」
花岡「野球部の試合は学校と学校のぶつかり合いです。学校

を代表して、野球部が戦ってくれるので全関大をあげ
て応援しましょう！」

梅本「大学でも青春を謳歌しませんか？試合を見にきてくだ
さったら、高校時代のような熱い青春を思い出せるこ
と間違いなしです！私達の関大愛、スポーツ愛を感じ
ていただいたら嬉しいです。」

奥村「試合中、選手は絶対にスタンドを見ます。応援してく
れる人が一人多ければその分だけ、僕らの力になりま
す。一人でも多くの関大生のパワーをください！」
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関大の名を背負って、野球部が甲子園で躍動！ 激戦必至の伝統の一戦を見逃すな！関大の名を背負って、野球部が甲子園で躍動！ 激戦必至の伝統の一戦を見逃すな！

高校3年生の春には第80
回選抜高校野球大会に出
場し、ベスト16入りを果た
す。切れ味鋭い変化球を武
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【関西学生野球連盟リーグ戦】（6校）
春　季 秋　季

関西学院大学 甲子園球場
5/11 （金）　13:00～

日　時 対戦相手 場　所

5/12 （土）　13:00～

平成24年度　関関戦日程（春季リーグ戦）

2012年度 副将：奥村翔馬

2012年度 主将：吉川侑輝
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